
新型コロナウイルス感染症への県教育委員会の対応について 

１ 経緯 

 県内で国内初となる感染者が確認された令和２年１月 16 日以降、県教

育委員会では文部科学省の通知等に基づき、新型コロナウイルス感染症へ

の対応について、県立学校・市町村教育委員会及び県立社会教育施設への

周知、徹底を図ってきた。 

２ 令和４年３月 17 日以降の対応について 

(1) 県立学校及び市町村立学校の対応について

ア ３月 17 日に、３月 21 日をもってまん延防止等重点措置が解除され

ることを受け、県教育委員会として、当面の間は、感染・伝播性が高

いオミクロン株の影響等も踏まえ、児童・生徒等の安全・安心の確保

と学びの保障を両立するため、引き続き基本的な感染防止対策を徹底

しながら、以下のとおり対応していくこととし、同日に「令和４年３

月 22 日以降の県立高等学校等の教育活動等について」等を県立学校

に通知した。併せて、全市町村教育委員会に対しても、県立学校にお

ける児童・生徒等への対応を踏まえた上で、それぞれの地域における

感染状況等に応じた対応をとるよう依頼した。

＜高等学校、中等教育学校＞ 

○ 当面の間は、朝の時差通学を継続することとし、改めて公共交通

機関の混雑時間等を確認した上で、校長が登校時刻を設定する。授

業については原則として各学校の通常の授業時間及び時間数で実施

する。

○ 今後の感染状況により、必要に応じて分散登校等に移行できるよ

う、校長はカリキュラム等の検討を行う。

＜特別支援学校＞ 

○ 当面の間は、時差通学及び短縮授業を継続することとし、改めて

公共交通機関利用の児童・生徒について、混雑時間等を確認した上

で校長が登下校時刻を設定する。

【県立学校における児童・生徒への対応】 

(ｱ) 基本的な対応について

○ 児童・生徒、教職員の感染が確認された場合、各学校は全体の

教育活動は継続しながら、陽性者や濃厚接触者相当の者の確認、
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消毒作業などの必要な対応を行う。学校が濃厚接触者相当の者の

リストを作成し、保健所への送付により濃厚接触者が追認される

ことから、陽性者の判明から濃厚接触者の特定の間の臨時休業は

原則として行わない。

○ ただし、校内で感染が広がっている可能性が考えられる場合に

は、学級の児童・生徒等の数、学級数等の実情も踏まえ、学級内

の陽性者数により、臨時休業実施の判断基準をもとに検討し、県

教育委員会と協議の上、必要な範囲、期間の臨時休業を実施する。

○ 臨時休業等に当たっては、オンラインを活用した学習等により、

児童・生徒等の学びの保障に万全を期す。

○ 毎朝の検温などの健康観察を行い、発熱等体調不良の症状があ

る場合は登校せず、自宅で休養すること、必要に応じて医療機関

を受診するよう促す。

○ 登校に不安を感じている児童・生徒については、その出欠席に

ついて柔軟に対応するとともに学びの保障に取り組む。

(ｲ) 学習活動について

○ 可能な限り感染リスクの低減に努めながら、学びを継続する。

(ｳ) 部活動について

○ 部活動については、可能な限り感染リスクの低減に努めながら

活動する。

○ 大会等への参加については、大会等の開催状況、感染防止対策

等を確認の上、校長の判断の下、その可否を決定する。

(ｴ) 学校行事等について

 a 修学旅行等について 

○ 修学旅行等の宿泊を伴う行事については、長時間の移動、集団

での宿泊による感染リスクがあることを踏まえ、県内や旅行先の

感染状況を見極め、判断する。

 b 入学式について 

○ 感染防止対策を徹底して実施する。

○ 実施に当たっては、次のように対応する。

・式場における座席の間隔は可能な限り広くとること。（左右は

60cm 程度、前後は１m程度の間隔を確保）

・式への参列者は、新入生、教職員及び式の進行に必要な在校生

の代表とし、新入生の保護者の参列も可とする。（高等学校及び

中等教育学校は、原則として生徒１人につき保護者１人まで。

特別支援学校は各校の実情に応じる。）
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(ｵ) 学年末・学年始休業期間中の対応について

○ 休業期間中も家庭における健康観察を継続し、外出する際は基

本的な感染防止対策を徹底すること、また、発熱等体調不良の症

状がある場合は自宅で休養することについて、家庭に協力を依頼

する。

○ 部活動等で登下校する場合は、マスクの着用、手指衛生、換気

の徹底などの基本的な感染防止対策を徹底する。特に登下校で公

共交通機関を利用する際は、必ずマスクを着用し、会話を慎むよ

う促す。

イ ３月 29 日に、オミクロン株が主流である間、当該株の特徴を踏ま

え、小学校及び特別支援学校以外は、保健所による濃厚接触者の特定

及び行動制限並びに積極的疫学調査については、行わないこととされ

たことを受け、課業期間に児童・生徒等及び教職員の陽性が確認され

た場合、当面は以下のとおり対応していくこととし、同日に県立学校

に通知した。併せて、全市町村教育委員会に対しても、県立学校にお

ける対応を踏まえた上で、それぞれの地域における感染状況等に応じ

た対応をとるよう依頼した。

【今後の当面の対応の概要】 

〇 高等学校及び中等教育学校で陽性者が判明した場合は、学校が濃

厚接触者相当の者のリストを作成して、保管することとし、保健所

の追認は求めない。 

〇 特別支援学校で陽性者が判明した場合は、引き続き、保健所に相

談しながら、学校が濃厚接触者相当の者のリストを作成し、保健所

への送付により濃厚接触者を追認してもらう。 

〇 学校がリスト化する濃厚接触者相当の者の考え方はこれまで通り

とし、特定した者は、濃厚接触者と同様に取り扱う。 

〇 「学校等で特定した濃厚接触者相当の者」及び「家庭内感染等で

濃厚接触者となった者」は、７日間自宅待機とするが、無症状であ

れば、４日目、５日目の抗原定性検査キットを用いた検査で陰性を

確認した場合は、５日目から解除することが可能。 

ウ ４月 12 日に、文部科学省から４月１日付け事務連絡「学校における

新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新

しい生活様式」～の改訂について」により保健管理等に関する考え方
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が示されたことを踏まえて、県教育委員会が作成した「保健管理等に

関するガイドライン」を改訂し、県立学校へ通知した。併せて、全市

町村教育委員会に対しても、県立学校あての通知内容を伝えるととも

に、それぞれの地域や学校の実情等に応じた対応を適切に実施するよ

う通知した。 

 

エ ５月 26 日に、文部科学省から５月 24 日付け事務連絡「学校生活に

おける児童生徒等のマスクの着用について」により、「学校における新

型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」の記載やその

取扱いの趣旨に変更はないが、夏季を迎えるに当たり、マスクの着用

が不要な具体的な場面が示されたことを受け、このことを、国のマス

ク着用に関するリーフレット（参考１参照）を活用して、児童・生徒

等及び保護者へ丁寧に説明することなどについて、県立学校に通知し

た。併せて、全市町村教育委員会に対しても、国のマスク着用に関す

るリーフレットを活用するなどして、児童・生徒等及び保護者に対し

て周知するよう依頼した。 

 

オ ５月 31 日に、文部科学省が５月 24 日付け同事務連絡でマスク着用

の考え方を明確化したこと等を受け、学習活動及び学校行事等の実施

における留意事項について改めて県立学校に通知した。併せて、全市

町村教育委員会に対しても、県立学校における児童・生徒等への対応

を踏まえた上で、それぞれの地域における感染状況等に応じた対応を

とるよう依頼した。 

 

 (2) 県立社会教育施設の対応について 

ア ３月 17 日に、３月 21 日をもってまん延防止等重点措置が解除され

ることを受け、施設の運営にあたっては、基本的な感染防止対策を徹

底しながら、以下のとおり対応することとした。 

〇 博物館、美術館は通常開館とする。ただし、一定の人数を超えた

場合、入場制限を行うことがある。 

〇 図書館は、引き続き通常どおり開館する。ただし、一定の人数を

超えた場合、入場制限を行うことがある。 
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３ 今後の対応 

  引き続き国の動向把握に努めるとともに、県内感染者の状況や県対策本

部会議の方針を踏まえ対応していく。当面の間は、感染・伝播性が高いオ

ミクロン株の影響等を踏まえ、県立学校においては、引き続き基本的な感

染防止対策を徹底し、児童・生徒等の安全、安心の確保と、学びの保障を

両立させる取組みを継続して実施していく。 

  また、社会教育施設については、利用者の安全、安心を確保するため、

基本的な感染防止対策を徹底し運営していく。 
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子どものマスク着用について
人との距離（2ｍ以上を目安）が確保できる場合
においては、マスクを着用する必要はありません。
また、就学前のお子さんについては、
マスク着用を一律には求めていません。

新型コロナウイルス
感染症予防のために
（厚生労働省HP）

就学児について

就学前児について

・人との距離が確保できる場合
・人との距離が確保できなくても、
会話をほとんど行わないような場合

＜例＞離れて行う運動や移動、

鬼ごっこなど密にならない外遊び

＜例＞屋外で行う教育活動（自然観察・写生活動等）

・人との距離が確保でき、
会話をほとんど行わないような場合

＜例＞個人で行う読書や調べたり考えたりする学習

屋外

学校生活 屋外の運動場に限らず、
プールや屋内の体育館等を含め、体育の授業や運動部活動、登下校の際
※運動部活動において接触を伴う活動を行う場合には、各競技団体が作成するガイドライン等を確認しましょう

※活動中以外の練習場所や更衣室等、食事や集団での移動を行う場合は、状況に応じて、マスク着用を含めた感染対策を徹

底しましょう

マスクの着用は推奨しません。

他者との距離にかかわらず、マスク着用を一律には求めて

いません。マスクを着用する場合は、保護者や周りの

大人が子どもの体調に十分注意した上で着用しましょう。

2歳未満

2歳以上の就学前の子ども

▶夏場は、熱中症防止の観点から、マスクが必要ない場面では、

マスクを外すことを推奨します。

▶ マスクを着用しない場合であっても引き続き、手洗い、

「密」の回避等の基本的な感染対策を継続しましょう。

※その他地域の状況に応じて、講じられている対策がある場合、それを踏まえ対応をお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策

目安
2m
以上

保育所・認定こども園・幼稚園等の

高齢の方と会う時や病院に行く時は、マスクを着用しましょう。

マスク着用の必要がない場面

屋内

（小学校から高校段階）

新型コロナウイルスに関連した感

染症対策に関する対応について：

幼小中高・特別支援学校に関する情報

（文部科学省HP）
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県立高等学校・県立中等教育学校の授業開始時刻の状況 

＜県立高等学校 137 校（全日制 135 校・昼間定時制２校）、県立中等教育学校２校＞ 

授業開始時刻（令和４年５月 31 日現在） 

県立特別支援学校高等部の登校時刻の状況 

＜県立特別支援学校 29校＞ 

登校時刻（令和４年５月 31 日現在） 

授業開始時刻 学校数

8:30 1

8:40 1

8:45 1

8:50 7

8:55 3

9:00 33

9:05 10

9:10 35

9:15 9

9:20 26

9:25 2

9:30 7

9:35 2

9:40 1

9:50 1

計 139

登校時刻 学校数

8:40 1

8:45 2

8:50 8

8:55 3

9:00 9

9:10 2

9:15 1

9:30 3

計 29

（通信制である、横浜修悠館高校を除く。） 

※ 通常の授業開始時刻は、概ね 8:50 である。

（一部の県立高等学校を除く。）

参考３ 

※「通常登校」時の登校時刻は、概ね 8:30～9:00 である。

※ 表は、平塚盲学校、平塚ろう学校、横浜南養護学校以外は、公共

交通機関を利用することの多い高等部知的障害教育部門の登校時刻

である。

※ スクールバスの運行については、学校長が地域の交通事情の現状

等を改めて確認した上で運行している。
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